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カコちゃんが語る植田正治の写真と生活 

増谷和子 著 

平凡社 1890 円 (0012689811) 

写真家植田正治は、被写体をオブジェのように配置した独自の演出写真「植 

田調」で国内外に知られる。彼は、戦後の混乱期から高度成長期、そして平成 

へと、終生写真への熱意を持ち続けた。本書では、晩年の彼を公私にわたり支 

えた愛娘カコちゃんが、父の思い出と撮影の裏話を、深い愛情をもって語った。 

生涯を境港で活動し、寂しがり屋でハイカラで家族を愛した人間像が浮かび上 

がる。代表作や未発表作品が収録されており、他の作品も鑑賞したくなる。 

〔740.2〕 

物語もっと深読み教室 

宮川健郎 著 

岩波書店 861 円 (0012701933) 

児童文学研究者の著者が、中高生に向けて文学作品を読み解く方法につい 

て語った。宮沢賢治の『風の又三郎』は、登場人物の誰の立場で主人公を見る 

かによって、空想物語としても日常物語としても読める。物語の筋だけでなく、物 

語の構造や表現方法に着目して読むと、作品の別の面が見えてくる。同時に、 

読者自身が何かを書くときの技のヒントも見つかると著者は言う。「読むこと」が 

「書くこと」につながるという見方に、文学の秘密がひそんでいる。〔901.3〕 

現代歌枕 －歌が生まれる場所－ 

梅内美華子 著 

ＮＨＫ出版 1575 円 (0012678911) 

短歌に詠まれる名所や地名を「歌枕」というが、現代の歌人はコンビニや地下 

鉄などを歌に詠み込む。著者は、歌が生まれる新しい場所や場面を「現代歌枕」 

と呼び、場所ごとに作品を集め、解説する。池田はるみ作「改札機がりろりろ言う 

て止めるからうろたへるわれ駅にをりたり」など、紹介される歌からは、人々の日 

常生活や心情が伝わってくる。身近な風景から頭で思い描く宇宙や極地まで、 

様々な場所、様々な歌人のバラエティに富む歌が本書で楽しめる。〔911.16〕 

平成 25 年 7 月号 

大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

ジャンル ： 暮らしにうるおいを 

ジャンル ： 知識･教養を深める 

ジャンル ： 知識･教養を深める



月刊 あなたにこの本を！ 平成 25 年 7 月号 

カリスマ案内人と行く大阪まち歩き 

栗本智代 著 

創元社 1680 円 (0012682409) 

落語家や学芸員など地元に精通したカリスマを案内人に迎え、著者が大阪のまちを紹介する。ミナミの 

アート散策に始まり、中之島、北船場の近代建築を探訪し、東横堀川界隈（わい）を船で巡る。案内人は、 

街角の石碑や壁のレリーフなど細部にまでこだわり、うんちくを傾ける。豊富な写真と共に『摂津名所図 

会』などの歴史資料も掲載され、見るだけでも楽しめる。また、地元を盛り上げようとがんばる人々も登場 

し、一味違った大阪が味わえる。〔291.63〕 

ボランティア僧侶 －東日本大震災被災地の声を聴く－ 

藤丸智雄 著 

同文館出版 1365 円 (0012693161) 

西本願寺の僧侶２人が被災地の仮設住宅への訪問を始めた。本書はその活動記録だ。２人は、僧衣で 

はなく普段着で訪問し、被災者の思いを聴くことに徹する。帰るときは「また来ます」と声をかけて何度も訪 

れる。打ち解けてから僧侶であることが知られると、妹は成仏できたかしらと質問されることもある。僧侶と 

して何ができるかと問いかけつつ、「心のお医者さん」として人々の絆をつなごうとする２人の活動に心が 

あたたかくなる。〔369.3〕 

理系女子（リケジョ）的生き方のススメ 

美馬のゆり 著 

岩波書店 882 円 (0012651273) 

進路、就職において理系を選択する女性を「リケジョ」と呼ぶ。著者は大学でコンピュータ・サイエンスを 

学び、大学院で教育学と認知心理学という違う分野を学んだ。本書では、その経歴と理系的で楽しくおしゃ 

れな生き方が紹介される。たとえば、著者は、料理を科学的で創造的な行為とし、コミュニケーションの輪 

を広げていく。著者の説く「リケジョ」的生き方は、未来志向で颯爽(さっそう）としており、自由に発想し創造す 

る大切さを教えてくれる。〔407〕 

直径２センチの激闘 －町工場が熱中する全日本製造業コマ大戦－ 

全日本製造業コマ大戦特別取材班 著 

日刊工業新聞社 1260 円 (0012678197) 

リーマンショックや東日本大震災の影響を受け、経営状態の厳しい町工場は多い。その町工場の活性 

化を模索する経営者たちが喧嘩（けんか）コマを使った全日本製造業コマ大戦を企画した。遊び心から生れ 

た大会は期待以上に盛り上がり、全国各地に広がった。職人が持てる技術を注ぎ込み製作した小さなコ 

マは、ものづくりへの情熱を呼び覚まし、技術の高さが新たな商機を呼び込んだ。勝ち負けに関係なく大き 

な成果を得ている姿は、製造業の底力を感じさせる。〔509.021〕 

ファミリーレストラン －「外食」の近現代史－ 

今 柊二 著 

光文社 861 円 (0012661114) 

1970 年代に続々と登場したファミリーレストランの歴史を、定食評論家が豊富な写真とともに紹介する。 

休日に家族と外食する特別な場所だった「ファミレス」は、ドリンクバーなどにより、深夜に友人と過ごせる 

場所へと変化した。また、焼肉や回転寿司など「専門化したファミレス」に家族が集うようになった。家族と 

外食の歩みが丹念にたどられ、著者の食べ歩きコラムも楽しく、幅広い世代で、それぞれの懐かしさを呼 

び起こす一冊だ。〔673.97〕 
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